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2022年度第 2回東海大学医学部付属病院医療安全管理業務監査委員会議事録 

 

１．開催日時：2023年 3月 22日（水）14:00～15:20 

 

２．開催形式：Webを用いたオンライン開催 

       （東海大学伊勢原校舎 5号館 5階会議室） 

 

３．出 席 者： 

【監査委員】安田 委員長代行、大塚 委員、山口 委員、千野 委員（欠席：三木 委員長、細野 委員） 

  【病 院 側】渡辺 病院長、大上 副院長/医療監査部長、 

横田 看護部長、川又 診療技術部長/医療機器安全管理責任者、鈴木 薬剤部長、 

大澤 医療監査部次長、古屋 医療監査部次長/医療安全専従医師、上村 医療監査部次長、 

水元 医療監査部次長/医療安全対策課長/専従医療安全管理者、 

沖 医薬品安全管理責任者、山野 医療監査部付医師、 

堤 医療安全対策課/専従医療安全管理者、平井 医療安全対策課/専従医療安全管理者、 

清水 医薬品安全管理室/医療安全専従薬剤師、鈴木 医薬品安全管理室/医療安全専従薬剤師、

川添 医療機器安全管理室/医療安全専任技師、笠原 医療放射線安全管理室/医療安全専任技師、

栗木 医療安全調査課長、桑久保 病院運営企画室シニアマネージャー/総務 

石坂・飯塚・須田 医療安全対策課/事務局 

 

４．配布資料：1)監査委員会次第 2)医療安全管理業務の実施状況 

 

５．監査概要 

1)出席者紹介（監査委員会規程第 4条第 3項により、安田委員が委員長代行に指名された。） 

2)監査委員会の成立 

 監査委員会規程第 5条第 3項により、委員の 3分の 2以上の出席をもって成立した。 

3)医療安全管理業務の実施状況について 

 ①医師のレポート提出率を向上のために、画像レポート・病理報告の未読への対応、事故調査

制度の該当事例について、高難度新規医療技術の申請状況について報告。 

②インシデント/アクシデントレポート経時的分析による 2022年度上半期の分析結果、レポー

ト・事例検討と安全対策とその評価について報告。 

③薬剤関連のインシデントレポートのまとめ、レポート事例検討と安全対策の評価、ワーファリ

ン内服患者の内視鏡検査前のINR値確認不足事例の検討と対応策、外来処方の疑義照会事例、

未承認薬・適応外使用薬の使用について、世界患者安全の日の活動について報告。 

   ④2022年度上半期における医療機器安全管理業務の実施状況について、生体情報モニタ管理 

についての現場スタッフに対する教育・研修等の実施体制の構築について報告。 

 

６．監査結果 

 1）医師のレポート提出率が 10%以上を維持できていることは、高く評価する。看護師等のレポート

から関連する医師へレポート提出依頼をするなどの継続的な働きかけによる成果と理解してい

る。今後は、もう少し目標値を高く設定されてはどうか。 

2）レポートの分類に患者誤認の項目が無いが、ある程度、患者誤認という括りで原因があるもの

があれば、統計上も分類した方が対策を講じやすいと思う。今後、患者誤認の分類について検討

いただきたい。 

3）医療事故を含め、現在調査中の事例に関しては、次回の委員会で継続的に報告をお願いする。

また、様々な取り組みについて、経年変化が分かるような資料を提供いただけると良い。 

4）テクニカルアラームが多いということは様々なところで耳にしており、これにより重要なアラ

ームを見逃すことは避けなくてはいけない。その中で、MACN（モニターアラームコントロールナ
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ース）の立ち上げは非常に良い取り組みであり、成果を出していただきたい。そして、医療安全

管理業務監査委員会の中だけでの報告に留まらず、好事例があれば是非、他病院への展開をして

いただきたい。 

また、MACNの今後の課題と展望の中で、「コメディカル」という表現をされているが、チーム医

療としては、「メディカルスタッフ」という表現が相応しく、変更することが望ましい。 

5）未読レポートの対応のところで、専門領域については自身で評価して既読にしない傾向がある

ことは理解できるが、副次的な所見が見逃される可能性があるため、システム上の既読機能を活

用するように周知することが望ましい。 

6）薬剤関連のインシデントレポートについて、定義の変更に伴い合併症の件数が増加したとの報

告があったが、合併症というのは、非常に多彩であり、各医師へ周知徹底することは難しいと思

う。定義など内容を変更した際は、十分に注意を払い運用していただきたい。 

 

７．総 評 

  未読レポートを減らす取り組みが、段階的に進歩していることが確認できた。また、アラームの

ムダ鳴り削減に対する取り組みは、今後、具体的な成果が出ることを期待する。 

 

８．そ の 他： 

1）大塚達生委員、細野文和委員については、今年度をもって退任となる。 

2)2023年度第 1回東海大学医学部付属病院医療安全管理業務監査委員会の監査項目について 

 ・課題、意見等があればメールにて、事務局まで連絡をお願いしたい。 

  ・施設巡視の実施については、コロナの状況を見ながら開催方法の検討を行う。 

 3)第 1回の開催時期 

  ・2023年 9月下旬～10月中旬を目途に開催予定。 

 

以 上 


